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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】　シロキサン結合を有する無機高分子化合

物と；

ＩＩＩ族元素の酸化物と；を含有することを特徴とする

内燃機関において用いられるヘテロポリ酸触媒。

【請求項２】　前記ＩＩＩ族元素の酸化物が、ランタノ

イド酸化物の燐酸塩化合物であることを特徴とする請求

項１記載の内燃機関において用いられるヘテロポリ酸触

媒。

【請求項３】　前記シロキサン結合を有する無機高分子

化合物が、ジメチルポリシロキサンであることを特徴と

する請求項１または２記載の内燃機関において用いられ

るヘテロポリ酸触媒。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、気体及び液体を改質す

る接触触媒によって、大気汚染の防止、及び浄化、水質

汚染の防止、及び浄化を計るヘテロポリ酸触媒に関す

る。

【０００２】

【従来の技術】従来より、大気汚染を防止する目的で、

排気ガスを低減させるための装置、及び排気ガスを浄化

する装置が、多数提案されている。これらの装置は、ボ

イラー及びヂーゼル機関等の有害ガス発生源に対して実

用されている。

【０００３】排気ガス低減装置としては、燃料の良質化

を達成する装置や、メタノール，エタノール等を内燃機

関の吸気へ混合する装置等が実用化されている。

【０００４】また、排気ガス浄化装置としては、排気管

に水をシャワー状に噴霧する装置や、アンモニアを利用
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する装置等が実用化されている。

【０００５】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の

排気ガス低減装置において、エタノール等は、危険物で

あるという点で問題がある。また、水噴射等の装置に関

しては、シリンダー等を腐食させるという点で問題があ

る。

【０００６】また、従来の排気ガス浄化装置において

は、何れも対処療法にすぎず、大気汚染の発生を根本的

に減少させる手段としては、最良とはいえない。

【０００７】上述した従来の技術の問題点に鑑み、本発

明の目的は、安価で、コンパクトな排気ガス低減装置

を、ヘテロポリ酸で形成し提供することにある。

【０００８】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明のヘテロポリ酸触媒を用いて、その接触触媒

としてのイオナイザー効果を利用して、内燃機関の、燃

焼用空気、燃料及び潤滑油に作用させることにより、燃

焼効率の向上及び排出ガスの低減を計ることが可能とな

ることを、実験により解明した。

【０００９】より具体的には、上記目的は、下記（１）

～（３）に記載の本発明によって達成される。

【００１０】（１）　シロキサン結合を有する無機高分

子化合物と；

ＩＩＩ族元素の酸化物と；を含有することを特徴とする

内燃機関において用いられるヘテロポリ酸触媒。

【００１１】（２）　前記ＩＩＩ族元素の酸化物が、ラ

ンタノイド酸化物の燐酸塩化合物であることを特徴とす

る上記（１）記載の内燃機関において用いられるヘテロ

ポリ酸触媒。

【００１２】（３）　前記シロキサン結合を有する無機

高分子化合物が、ジメチルポリシロキサンであることを

特徴とする上記（１）または（２）記載の内燃機関にお

いて用いられるヘテロポリ酸触媒。

【００１３】

【００１４】

【００１５】

【００１６】

【００１７】

【００１８】

【００１９】

【００２０】

【００２１】以下、係るヘテロポリ酸のイオナイザー効

果の一例を説明する。燃焼用空気が目的物である場合

は、ネット状のヘテロポリ酸に、燃焼用空気を通過させ

る。これにより、特に反応性の高い酸素分子は、ヘテロ

ポリ酸に外郭電子を奪われ、イオン化された状態とな

り、燃焼室におくられた時に化学的活性種を発生させ、

燃焼速度が増加する。

【００２２】液体燃料が目的物の場合は、燃料経路の任

意の箇所に、粒状のヘテロポリ酸を充填した燃料良質化

装置を設け、燃料を通過させる。これにより、燃料中の

炭化水素分子は、ヘテロポリ酸の接触触媒作用で、クラ

ッキング、及び改質される。その結果、燃焼速度を増加

させることが可能になる。また、燃料を均一に燃焼させ

ることが可能になる。それゆえ、発生する排気ガスの量

を、減少させることが可能になる。

【００２３】潤滑油が目的物の場合は、リング状のヘテ

ロポリ酸を、オイルエレメント内部に挿入し、潤滑油に

接触させる。これにより、潤滑油の巨大化分子のクラッ

キング、酸化分子の還元を計ることが可能になる。その

結果、潤滑油の性能を向上させることができるととも

に、潤滑油の寿命を延長させることが可能になる。

【００２４】例えば、内燃機関において、本発明のヘテ

ロポリ酸触媒を気体および液体のイオナイザーとして用

いた場合には、燃焼用空気をイオン化させることが可能

になる。また、液体燃料を良質化させることが可能にな

る。さらに、潤滑油の性能を向上させることが可能にな

る。

【００２５】また、本発明のヘテロポリ酸触媒を、室内

用空気清浄機に用いた場合には、空気中にマイナスイオ

ンを大量に発生させることが可能になる。

【００２６】このようなマイナスイオンを大量に含む空

気を、たばこの中へ吹き込み、通過させた場合には、た

ばこの葉に残る残留農薬を中和させることが可能にな

る。

【００２７】また、本発明のヘテロポリ酸触媒を生活用

水に用いた場合には、例えば、水道水中の残留塩素を中

和させることが可能になる。また、本発明のヘテロポリ

酸触媒を用いてイオン化された水で農作物を洗浄した場

合には、農作物中の残留農薬を中和させることが可能に

なる。

【００２８】

【実施例】以下に、本発明の実施例を示す。尚、本実施

例は、幅広い用途を有する本発明の一部分である。

【００２９】無機高分子化合物のジメチルポリシロキサ

ンに、ランタノイド酸化物の燐酸塩化合物を、攪拌しな

がら少量ずつ加えて、酸化物酸の複合物を形成した。次

に、これにキャタリストを、やはり攪拌しながら少量ず

つ加えて、充分に攪拌した。次に、これを、網目が１ｍ

ｍ角のＳＵＳ３０４製ネットに、網目をつぶさぬよう均

一にコーティングした。そして、最後に、乾燥炉にて、

７０℃で３０分乾燥し、網目状のネットに塗布されたヘ

テロポリ酸触媒を作成した。

【００３０】係るヘテロポリ酸触媒を、カローラヂーゼ

ル（２０００ｃｃ）のエアーエレメントに装着したとこ

ろ、アイドリング回転数が８００回転から１１００回転

に上昇した。そのため、アジャストボルトを絞めて、ア

イドリング回転数がもとの８００回転になるまで、燃料

供給量を減少させた後、走行したところ馬力の減少は見

10

20

30

40

50



(3) 特許３１７１５６０
5 6

られなかった。

【００３１】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００３２】本発明のヘテロポリ酸触媒は、気体及び液

体に対するイオナイザーとして、優れた能力を有する。

【００３３】また、本発明のヘテロポリ酸触によれば、

内燃機関等における燃焼空気、液体燃料、潤滑油にイオ

ナイザー効果を与えることができる。これにより、燃焼

効率の向上及び排出ガスの低減を達成することが可能に

なる。

【００３４】


